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テクニカルノート

合成性フェロモントラップによるアカスジカスミカメ

(カメムシ罷:カスミカメムシ科)の

水田内発生消長の把握

武田藍1，*・奥圭子2・菅野直2，t 

安田哲也2.i浸透朋也2

1千葉県農林総合研究センター

21i主主芝・食品産業投手!Ij総合研究機構中央農業総合研究センター

Monitoring Sorghum Plant Bug， Slenolus rubrovi/latlls (Matsum日ra)

(Hemiptera: Mir出 e)，with a Synthetic Sex Pheromone Trap in 
Paddy Fields. Ai TAKEDA，1.ネ Keiko OKU，2 Wataru SUGENO，2.tt 

Tetsuya Y ASUDA2 and Tomonari WATANABE2 1 Chiba Prefectural 

Agriculture and Forestry Research Center; 808 Daizenno， Midori， 
Chiba 266-0006， Japan. 2NARO Agricultural R巴search Center， 
National Agricllltllre and Food Research Organization; 3-1-1 

Kannondai， Tsukuba， Ibaraki 305-8666， Japan. Jpl1. J. Appl. 
Enlomol. Zoo/. 56: 26-29 (2012) 
Abstract: We evalllated the efficiency of a pheromone trap for 

1110nitoring the sorghum plant bug， Slenollls rllbrovillallls. The most 
effective trap position in a paddy field wasミ7m inside the field's 

edge. We呂Iso己valuatedthe pherol11on巴trapas an alternative to cap-

ture by sweeping. The number of l11ales captured in traps increased 

before the increase by sweeping thr巴epaddy fields. These results 

sllggest that the pherol110ne trap can be utilized as a tool to support 

the decision for control or damage estimation of S. rllbroviua/Us in 

the early stage of insect invasion into paddy fields 

Key words: Stenollls rllbrovillatlls; sorghum plant bugラ stainedgrain; 

sex attractant pheromone; monitoring 

アカスジカスミカメ Slenotllsrubrovillalus (Matsumura) (カメム

シ12:カスミカメムシ干ヰ)はアカヒゲホソミドリカスミカメ

Trigonotylus cαeleslialiwn (K出 aldy)(カメムシロ:カスミカメム

シ科)やクモヘリカメムシLeplocorisachinensis Dallas (カメムシ

目:ホソヘリカメムシ科)などとまtぶ斑点米カメムシの主要証!と
して矢口られている(樋口， 2010). ヌf>:磁による斑点米の発生は

1980年代以降，岩手県(出1:1"ら， 1988)，な城係(高焔ら， 1985) 

および広島県(林， 1986)で報告され，その後は全出で分布域を

拡大しており(i度港・樋口， 2006)，従J，!J米カメムシの効果的な

防除を行うために発生予察手法の確立が求められている.

攻在. ~恋点米カメムシ類の発生予祭の手段としては，予祭幻お

よび捕虫網を用いたすくいとり調査が広く問いられている. しか

し，予察灯は設備や設置に綬費がかかるために設総場所が限ら
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れ，すくいとり調査は風雨等の天候条件や調主筆者の経験・技術に

より捕獲効率の義が生じやすい.また，どちらの議資法も対象害

虫の選別に多くの労力が必要という難点がある.そこで，これら

の既存手法の欠点を補う予法として合成フェロモン剤を誘引訪日と

したトラップの開発が期待されている.

箆虫のフェロモンは特に鱗主翌日昆虫で発生予察や大蛍誘殺，交

信かく乱への利用が進んで、おり (e.g‘盟関ら， 1997)，カメムシ臼

についても多くの種においてフェロモンが再定され，一斉liが突月i

化されている (e.g 安部， 2004). 斑点米カメムシ主要磁のι!1で

は，アカヒゲホソミドリカスミカメでは性フェロモンが，クモヘ

リカメムシでは集合フェロモンが同定されており (Lealet al.， 

1996; Kakizaki and Sugie， 2001)，発生予察用資材が市販されて

いる.アカスジカスミカメについても，米交尾雌が検を誘引する

ことが示され (OkutanトAkal11atsuet al.， 2007)，性フェロモンの

主要成分および誘引効果をおめるための絞適な成分比が明らかに

されており (Yasudaet al.， 2008， 2009)，実用化が期待される.

アカスジカスミカメは，水田周辺の牧築地や級車地，水間陛目、l'

で増殖した11111体がイネ Orvzasaliva L.のIH総後に水出に侵入する

ことが知られており(林・中沢， 1988)，すくいとりによる誠査

ではI'H干忠則後1.2週間で捕獲数が役大となる報告が多い(永野

ら， 1988;片瀬ら， 2007;武悶ら， 2008) このことから，合成作:

フェロモンを利用したトラップを用いて本磁のぶEB内侵入設を早

期に検/1'1し，被安予ilW，防i徐安吾判断につなげることができれば，

本穫のfl抑制持管理上きわめて重要な技術となる.そこで，合成性

フェロモントラップの利用技術の基本的知見として，水m内にお
ける設ì~I~1:注目立の検討，ならびにすくいとり法とフェロモントラッ

プによる1m滋消長との比較を行い，その5起用'1'1:を明らかにした.
本文に先立ち，調査にご協力いただいた生産者および千葉県努

取農林振興センター，千ま実践u良林総合研究センタ -~I内容虫líJjl徐諜

の各位に感謝の慈:を表する.なお，本研究は新たな農林水産政策

を推進する実用技術開発卒業「合成性フェロモン活用によるアカ

スジカスミカメ管滋技術のIjlJ発(課題怒号 1948)Jの一際として

実施した.

材料および方法

調主主は2007ifおよび2008{I三に利根川下流域の水i沼地強である

千葉県香取市ならびに香取郡神的UIJの水田で実Jj話した.

1. フェロモントラップ

誘引ilポとしてHexylbutyrate， (E) -Hexふ enぺヴ1butyrate， (E) -

4-0xohexふ enalの20:4: 40 (μg) i混合物をHalo-butylisoprene淡色

ゴムキャップ (1F Sleeve Stopper 1888 Gray， 8111m outside diame司

ter; West Pharmac巴uticalServic邑sSingapore Pte Ltd.， Singapore)に

村 Presentaddress: Nationa1 Institute for Agro-Environmental Sciences， 3-1-3 Kannondai， Tsukuba， Ibaraki 305-8604， Japan 

20日年 7丹3E1受領 (Received3 July 2011) 
20日if10月25日登裁決定 (Accepted25 October 2011) 
DOI: 10.¥303Ijjaez.2012.26 
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Table 1. Overview of paddy自己Idsand weed fields 

Paddy Weed near the paddy 

Year Site Field size Heading 
Variety 

(ぽ) period 

A 2007 Sannowakeme， Katori city Akitakomachi 6010 7/18 

A 2008 Sannowakeme， Katori city 6010 

8 2008 Kokunoh， Katori city Koshihikari 4690 7/28 
C 2008 Kohzaki-Shinshuk羽， Kohzaki town Fusaotome 4166 7/24 

Weeding 

date 
Condition" 

817 headi抗g→withering

7/3 
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n The conditions of ltalian ryegrass during grain filling period of rice plants in paddy自eld.

含浸させたものを用いた (Yasudaet al.， 2009). OkutanトAkamats臼

et al. (2007)はアカスジカスミカメの雌トラップに水盤を用いて

いるが，ここでは，多数設置した場合の交換JI寺の取り扱いの容易

さなどから，粘着桜 (24X30cm，白色，害虫発生予察ffis巳トラッ

プ粘着板，サンケイ化学株式会社)を利用したアカヒゲホソミ

ドリカスミカメの調査方法(石本ら， 2006)に従い，粘着板2枚を

?ニ~*合わせで、垂直に iiklき，その回線を 2 本の支柱にダブルクリッ

プで回定し，誘引il京を粘着板上辺の中央部に設波したものをフェ

ロモントラップとした.フェロモントラップの設波高は，粘お:板

下辺がイネの率先まの高さとなるように，イネの生長に応じて高さ

を調援した

2. トラップの水田内設鐙位置の検討

調王立は200711'-に香取市三ノ分[=1の水EElA (Table 1)で行った.

本水恨の南辺(約 108m)はイネ科雑草を主体とする利根川堤防

法i吉iに接しており，堤i刀法函には出秘したイタリアンライグラス

Lo/iUl1l multiβ'O/"UI11 Lam.を:=tf本としたイネ科植物が繁茂していた.

水田の東西，北1WJには水聞が一樹に広がっており，調まを水EEIの法

而{JliJ以外のH庄町i'にはイネ科綴物の繁茂は認められなかった. 7月

18 1:1 ({l'1穏期)にこの南辺11m刊行:際から水邸内に0，3， 7， 15， 25m 

離れた地点にフェロモントラップをそれぞれ3;)造設践した 3~ま

のそれぞれの間隔は25mとした.フェロモントラップ設置から

収穫日直前の8月初日までの期間に5から 9日間隔で5[m誘引淑

およひq;lj者板の交換を行った.調査期間を出穏期から 2週間(登

熟知j前半 7月 18Bから 7月31日)およびそれ以後から収穫期

(登熟!明後 ~I 二 8 月 1 Elから 8月20日)までの2WW号に分tt，採りえ

虫総誘殺数について， 1日当たりの誘殺数の対数変換{仰を算出し，

分散分析により解析を行い， Tukeyの多:lli比絞検定により設ii1tf立

ìr~:I~íjの誘殺数の比較を行った 統計ソフトは1MPver. 6.0.0 (SAS 

institute， 2005)を用いた.

3. すくいとりによる発生i首長の欝査

調査は 2008fl~(こ， 2007 fF-と河じ水田Aの他に水田BおよびCの

計3水田で行った (Table1) 水回BおよひきCの一辺はIp高約4mの

道路をはさんで，水回Aと同様にアカスジカスミカメの発生源と

なる利根川堤妨法凶に隣接し，残りの3辺はすべて舷間半をはさん

で水田に隣接しており，周辺の主な発生滋は堤!涜法面とみなすこ

とができた. 6f130日に各水国内の舷間半l潔から 20mの地点に

フェロモントラップを 2~ま設践した 悶じ地点のフェロモント

ラップ防jの距離は20mとした.調査期間は7j=J3日から収穫期直

前の8fj 25日までとし， 3~7 日間隔で誘殺された織成虫のIl/ili本

数を調王立し， 7日間縞で誘引滋および粘着板の交換を行った. ま

たフェロモントラップ調査11寺にトラップ。間関で、直径36cm，納の

長さ 110cmの捕虫網をmいた20間振りすくいとりを行った 各
水田における捕獲数は，すくいとり，フェロモントラップいずれ

も2泊所の平均値とし，すくいとりは20期振り当たり，フェロモ

ントラップはl恭 1EI当たりとして雄成虫の発生消長を比絞した.

結果および考察

1. 水田における設置位霞

水稲登熟期前半のフェロモントラップによる誘殺数は， 11出l'loか

らOm地点に比絞して3m地点で有主主に多くなったが， それ以外

の地点においては III柳*からの距離にかかわらず、有志:差は検出さ

れず， 7m地点から水EEI内部の地点では誘殺数の平均値もほぼ!弓

じ1lmとなった (Fig.J). 0~3mの付近で、の急激な Jflì獲数の変化

は，昨I~附q深においてはーカーがイネ科雑殺でもう一方が水悶という

トラップ。設置環JJtが偽の地点と異なっていたことや， 3m地点に

おいては本種が水悶内佼入後，全体に分散する高官の段階で誘殺さ

れたことなどによると考えられる.

水稲登存!¥J礎後半には，地点li1jの誘殺数に有志:差はみられなかっ

た.資T}¥f羽前半と後半の誘殺数分ギ!lの遠いの理由として，後4三に

はすでにアカスジカスミカメの侵入ピークを過ぎていたことや，

本種が水田侵入後も移動分散を繰り返していることなどによると

推測された

これらのことから，水間内におけるアカスジカスミカメ誘殺数

の代表的な I1立を得るには，日校側iから 0~3mでみられた周辺効果

や火きな変ー劾を避け，かつ多総な水間サイズを考慮すると，実照

的にはH技師、i'から 7m以上水凶P'lに入った地点にトラップを設置す
るのが適切と考えられた

2. 水田における発生消長

読まをした3水田とも， 出税{期咲からすくいとりJIIi機数および

フェロモントラップ誘殺数の期加が始まった (Fig.2). 先述した

ようにアカスジカスミカメは雑卒地などで増!被した倒体がイネの

m秘後に水田に侵入することが矢口られており(林・9=1沢， 1988)， 
本調査結果はこれらの知見と一致していた

s'l:'1穂Wli表，水出Aおよび水田Bでは，すくいとりおよびフェロ

モントラップともに2関のピークが観察された (Fig.2). 水田C

では，すくいとりでは1回の捕獲ピークが観祭され，フェロモン



の耳~JJnが磁認される前にフェロモントラップの誘殺数がF泣か11 して

いた.このように，フェロモントラップはすくいとりよりも早い

時期に水間内への侵入を把握できる可能性が示唆された

ピークH寺における織成虫の20国振り当たりのすくいとり捕獲

数は，水田Aでは2頭，水悶Bでは9頭，水沼Cでは0.5顕であり，

水田により大きく異なったのに対し，フェロモントラップによる

誘殺数はそれぞれ1.4頭， 2.4頭， 2.5頭と，すくいとり法に比絞す

ると調1&t水回関の変動はわずかであった.このようなすくいとり

捕獲数とフェロモントラップ誘殺数との関係はアカヒゲホソミド

リカスミカメにおいても報告されており(石本ら， 2006)， この

原因のひとつとして，雄をめぐってトラップの誘引源と野外雌が

競合していることが考えられている u援の合成性フェロモン刻を

誘引淑としたトラップの誘殺効率は悩体1tf密度に影響を受け，出jl

が高密度のときより低窓疫のときに，放はより多くトラップに誘

引されることがチョウ呂や甲虫闘の害虫で報告されている

(Roach， 1975; 中野・玉木， 1986). 本調査においては，すくい

とりで維成.'lliJ!多く捕獲された水出Bにおいても，捕獲数が少な

かった水Ef:lcと間程度しかフェロモントラップで諮殺されず¥こ
れらの知兇のように野外般の影響を受けた河能性がある.

これらのことから，アカスジカスミカメのフェロモントラップ

は，広い密度範1mにおいてお精度の後度維定に利服することは関

紙と考えられるが，出総u粧直後や登熟知j前半の誘殺数をもとに要
紡徐水添の設定や被害予il!lJ，未発生地域や低密度地域における早

期検出に利斤jすることが河能と考えられた.今後，フェロモント

ラップ誘殺数と被得粒選挙などの関係を明らかにすることにより，

早期の被者予測，防除安否判断など，ヨド磁の個体ltf管理へのフェ

ロモントラップの利用技術開発を進める必要がある.
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Distance from the edge of paddy field (m) 

Fig. 1. Relationship between the distance of traps from the 

edge of the paddy白eldand the number of S. rubrovillatus 

males captured by traps. Valu巴sare presented as the mean 

and standard error (bar: n=3) of the number of males 
trapped per day by sticky traps with a synthetic sex ph巴ro-

mone. The first half of the grain filling period was July 18 

to 31. The latter half was August 1 to 20. Means with the 

same letter are not significantly different between distances 

by Tukey's HSD test (p>0.05; Data were analyzed af1er 
log (x+0.5) transformation). 
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J. Chem. Eco/. 22 : 

トラップでは出穏期後半に少量の捕獲があったものの， 1 @]の顕

ミぎなピークが捉えられた

ぷ邸内におけるすくいとりによる捕獲ピークは1鴎のみの報告

が多い(片瀬ら， 2007;武田ら， 2008). 水回A，Bで観察された2

国尽のピークはi堤防法而等水自に隣接する雑主主地におけるイネ科

雑草とくにイタリアンライグラスの登熱から枯死が始まったH寺期

であり，これに伴ってアカスジカスミカメが水田内に再侵入した

ために生じたと推測された

それぞれの水田におけるフェロモントラップおよびすくいとり

による捕獲ピーク時期をみると，水田AおよびBの2回目のピー

クのように，すくいとりとフェロモントラップでどーク時期が震

なる例もみられたが， 3水田すべての1阻自のどークでは， .)日か

ら最大10臼のずれがあり，いずれも出稼後すくいとりで捕獲数
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